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第２号議案 

    　　　　　　　　　　　　　　令和７年度事業計画について 

                             

自  令和 ７年４月  １日 

                            至  令和  ８年３月３１日 

第２号議案の１ 

　　令和７年度事業計画 

 昨今、わが国では地球温暖化の影響による気候変動が顕著となり、線状降水帯による

集中豪雨や大型台風による風水害など、各地で災害が多発しております。令和６年夏に

は、能登半島地震で排水設備が復旧しない中での記録的な大雨による土砂災害や河川氾

濫が発生し、甚大な被害がもたらされました。また、今年１月末には埼玉県八潮市で大

規模な道路陥没事故が発生し、都市インフラの老朽化への不安が社会的に大きな注目を

集めました。今後、都市部・地方問わずインフラの点検・保全を計画的に進めていく必

要性が改めて浮き彫りとなっています。 

こうした災害や事故の発生時、最前線で対応にあたるのは私たち建設業であり、地域

社会の安全と安心を守る「地域の守り手」としての社会的役割の重みを、再認識する一

年となりました。 

一方、業界を取り巻く環境は依然として厳しく、少子高齢化による担い手不足や技能

継承の難しさ、そして働き方改革への対応など、将来の建設業の持続性に関わる課題が

山積しています。とりわけ 2024年の時間外労働規制の本格適用は、現場運営の在り方を

大きく変える転機となりつつあります。 

こうした状況を踏まえ、当会では引き続き、(一社 )栃木県建設業協会の事業への協力

を基盤としながら、関東建設青年会議や全国建設青年会議との連携を深め、他県の青年

経営者との交流や情報共有を通じて、時代に即した柔軟な対応力を養ってまいります。 

さらに、本年度も小学生向け職業体験イベント「建 FES GO！」を継続開催し、県内の

子どもたちに建設業の魅力や意義を伝えることで、未来の担い手確保と業界イメージの

向上を目指します。こうした活動を通じて、会員相互の連携と信頼関係を深め、地域に

必要とされる建設業のあり方を若手世代から発信してまいります。 

 

 

１．通常総会  令和７年  ６月１８日            於 ホテルニューイタヤ 

 

２．役員会 

第１回  令和７年  ５月２７日               於 建設産業会館 

第２回  令和７年  ６月１８日           於 ホテルニューイタヤ 

第３回  令和７年  ８月  １日（予定）            於 建設産業会館 

   第４回  令和７年１０月 

   第５回  令和７年１２月  

   第６回  令和８年  １月 
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３．研修会・講習会 

   第１回経営者講習会 

   第２回経営者講習会 

 

４．意見交換会 

(1) 県土整備部土木事務所次長との意見交換会  

   (2) 自由民主党青年局・青年部との意見交換会 

(3) 北関東三県建設業協会青年経営者との意見交換会 

 

５．各委員会活動 

   (1) 総務企画委員会 

   (2) 社会貢献活動推進委員会（建 FESGO!） 

 

６．担い手確保事業（建 FESGO!） 

 

７．とちけん小町魅力向上委員会に関する事業  

 

８．関東建設青年会議総会等の各種事業に協力  

   

９．北関東三県建設業協会青年経営者等合同会議への参加 

   

１０．全国建設青年会議全国大会等への協力 

 

１１．一般社団法人栃木県建設業協会の行事・事業への参加、協力 

 

１２．会員親睦事業   

 

１ ３ .  その他の事業 
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